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町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

去
る
１
月
29

日
、
県
町
村
議
会
議
長

会
主
催
に
よ
る
町
村
議
会
議
員
研
修
会

が
、
鹿
児
島
市
の
ウ
エ
ル
ビ
ュ
ー
か
ご

し
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

　

研
修
で
は
、
「
異
常
気
象
と
そ
の
影

響
」
と
題
し
て
気
象
業
務
支
援
セ
ン
タ

ー
専
任
主
任
技
師
で
気
象
予
報
士
の　

村
山 

貢
司
氏
に
よ
る
講
演
と
、
「
Ａ
Ｉ

が
も
た
ら
す
未
来
」
と
題
し
て
東
京
大

学
薬
学
部
教
授　

池
谷 

裕
二
氏
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

県
内
事
務
調
査

　

１
月
30

日
、
曽
於
地
区
森
林
組
合
と

有
明
高
校
跡
地
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
『
ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
大
隅
』
に
お
い
て
研

修
を
行
っ
た
。

　

森
林
組
合
の
研
修
で
は
、
森
林
の
所

有
者
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
収
益
を
還

元
す
る
た
め
に
、
林
地
の
集
約
化
や
機

械
化
を
推
進
す
る
な
ど
し
て
効
率
化
を

は
か
っ
て
い
る
状
況
や
、
国
内
の
木
材

需
要
の
減
少
に
伴
う
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
志
布
志
港
か
ら
海
外
へ
向
け
た
木

材
輸
出
を
行
い
、
現
在
は
全
国
輸
出
量

の
30

％
を
占
め
る
日
本
一
の
木
材
輸
出

港
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を

受
け
、
最
後
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

『
ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
大
隅
』
で
は
、
施
設
の

概
要
に
つ
い
て
県
の
担
当
者
か
ら
説
明

を
受
け
る
と
と
も
に
、
１
５
０
メ
ー
ト

ル
の
直
走
路
が
整
備
さ
れ
た
室
内
競
技

場
な
ど
の
施
設
見
学
を
行
っ
た
。
工
事

の
進
捗
状
況
と
し
て
は
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
４
月
１
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
工

事
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
説
明
を
受

け
た
。

大
隅
地
域
市
町
議
会
議
員
協
議
会
研
修
会

　

２
月
７
日
、
大
隅
地
域
市
町
議
会
議

員
協
議
会
の
研
修
会
が
、
鹿
屋
市
で
行

わ
れ
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、「
ス
マ
ー
ト
農

業
に
関
す
る
国
の
取
組
み
と
今
後
の
展

開
・
農
業
の
未
来
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

九
州
農
政
局
生
産
部
長
の
下
條 

龍
二
氏

に
よ
る
講
演
と
、「
大
隅
広
域
観
光
の
展

望
と（
株
）お
お
す
み
観
光
未
来
会
議
の
役

割
に
つ
い
て
」
と
題
し
て（
株
）お
お
す
み

観
光
未
来
会
議
業
務
執
行
責
任
者　

石

田 

一
彦
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　

２
月
21

日
、
第
70

回
鹿
児
島
県
町
村

議
会
議
長
会
定
期
総
会
が
、
記
念
大
会

と
し
て
奄
美
大
島
で
開
催
さ
れ
た
。
総

会
は
、
会
長
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
伊

集
院
県
町
村
会
会
長
の
来
賓
祝
辞
の
後
、

鹿
児
島
県
と
全
国
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
議

会
議
長
会
に
よ
る
自
治
功
労
者
表
彰
の

伝
達
が
行
わ
れ
た
。
今
回
は
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
の
15

年
以
上
在
職
と
し

て
、
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

○
中
倉　

毅　
　

議
員

　

○
上
原　

正
一　

議
員

　

○
中
山　

美
幸　

議
員

　

○
吉
原　

信
雄　

議
員

　

議
事
に
入
り
、
平
成
29

年
度
決
算
の

承
認
、
平
成
31

年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
予
算
（
案
）
の
提
案
・
説
明
が
あ

り
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
住
民
の
代
表
機
関
と
し
て

町
村
の
最
終
意
思
決
定
を
預
か
る
議
会

の
役
割
と
責
任
を
深
く
自
覚
す
る
と
と

も
に
、
総
力
を
結
集
し
て
、
地
方
創
生

の
更
な
る
推
進
ほ
か
９
項
目
の
実
現
を

期
す
る
た
め
の
議
決
案
が
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

本
町
へ
の
議
会
研
修

●
熊
本
県
水
俣
市
議
会
（
２
月
５
日
）

　

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
率
全
国
一
位
の
取

り
組
み
に
関
す
る
こ
と
及
び
ふ
る
さ
と

納
税
に
関
す
る
行
政
視
察
の
た
め
、
議

員
３
名
、
来
町
さ
れ
た
。

ＡＩがもたらす未来についての研修

室内150m直走路を視察

議 会 の う ご き

⑪


